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3.結果と考察 
図 2 に、それぞれの測定局における中国方面からの気流が最も多い期間のセクタ別割合を

示した。それぞれの期間の流跡線を図 3 に示す。 
図 3 の結果から、場所によって中国方面からの風の輸送割合が大きくなる期間に違いが出

ることがわかった。中国からの気流の割合が最も大きかったのは隠岐での 10~12 月であり、

次に、辺戸岬の 1~3 月が大きかった。また八方尾根では、中国からの気流は比較的少ない

が、他の地点と異なり夏季（7~9 月）に割合が大きくなった。八方尾根は、観測場所か高い

ので、高層気象の特徴を表していると考えられる。 
中国からの気流は、場所、季節によって異なり、年間を通じて越境大気汚染がおこる可能

性が示唆された。 
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左上：隠岐での 10~12 月における割合 
右上：八方尾根での 7~9 月における割合 
左下：辺戸岬での 1~3 月における割合 

図 2 隠岐、八方尾根、辺戸岬における気流の特徴 

図 3 隠岐（左）、八方尾根（中）、辺戸岬（右）における流跡線 
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